
日 時｜令和７年11月19日(水) 13:30〜15:30

会 場｜グランドエル・サン クリスタルホール （鶴岡市東原町17-7）

お問い合わせ
山形枝豆日本一産地化推進協議会
（事務局：山形県農林水産部園芸大国推進課）

023-630-2４５８

本間 一輝 氏（鶴岡市農業協同組合 営農販売部 生産振興課）

講師 東北農林専門職大学 農林業経営学部 教授 齊 藤 邦 行 氏

「土壌水分がえだまめの収量に与える影響と高温少雨の対策について」

（１） 「『だだちゃ豆』産地における食味向上と生産性向上の取組み」

講 演

（３） 「今年度のえだまめ生産の振り返りと次年度に向けた対策」
荘司 善守 野菜技術主査（山形県農林水産部農業技術環境課）

申込方法

山形枝豆日本一産地化フォーラム2025

話題提供

～気候変動に負けない
えだまめ産地を目指して～

「水稲・ダイズ品種の多収性の解析」や「地球温暖化が作物生産に及ぼす影響」等を研究されてきた
齊藤 邦行 教授から、栽培条件とえだまめの生理生態・収量性との関連についてお話いただきます。

参加無料

申込締切11月５日（水）

（２） 「えだまめの子実肥大期における栽培環境が
食味に及ぼす影響について」

高温・少雨・大雨・日照不足・・・・・

気候変動の影響が拡大する中、えだまめ産地には、

さらなる安定生産・品質向上が求められています。

気候変動に負けないえだまめ産地を目指して、

「いま 産地にできること」を考えます。

加藤 久雄 開発研究専門員（山形県農業総合研究センター園芸農業研究所）

参加には事前のお申込みが必要です。

以下のいずれかの方法からお申込みください。

①右側のＱＲコード →「やまがたアグリネット」のお申込みフォームから

②本チラシ裏面に必要事項を記入 → ＦＡＸ（０２３－６３０－２591宛て）



 
 
 

送信先（FAX）：０２３－６３０—２５９１ 

山形県農林水産部園芸大国推進課 野菜花き振興係 
（担当：横山） 

 
＜山形枝豆日本一産地化フォーラム 202５＞ 

～気候変動に負けないえだまめ産地を目指して～ 

 

参 加 申 込 書 
 

（申込締切：11 月５日（水）） 
 

 

 

 

 

 

（ふりがな）  

お名前  

お住まいの市町村名  

ご所属（勤務先）  

※生産者の方は出荷団体等を 

 記入願います。 
 

電話番号 
（緊急時に連絡がとれる番号） 

 

 

※ご記入いただいた情報は、本フォーラム以外は使用いたしません。 

裏 面 

開催日時：令和７年 11 月 19 日（水） 

13：30～15：30 


